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第55号

主な内容
議案ピックアップ・議決結果	 P1-2	
常任委員会の活動報告	 P3-4
市政を問う一般質問（10人）　	 P5-7
次回定例会の予定ほか　	 P8

本会議の中継映像・録画映像はインターネットでご覧いただけます。 検　索

令和５年

定例会号
令和５年３月31日 発行
3月

１月16日に臨時会が開かれました
３月定例会が３月２日～17日の

会期で開かれました
３月２日　本会議
■施政方針・一般行政報告
■議案の提案説明
■一般質問１日目（３人が質問）

３月６日　本会議
■一般質問２日目（５人が質問）
３月７日　本会議
■一般質問３日目（２人が質問）

３月８～10日　各常任委員会
■委員会に付託された議案を審査

３月13～15日
予算審査特別委員会
■令和５年度各会計予算を審査

３月17日　本会議
■ �各常任委員会の審査報告のあと討論を経て採決
※議決結果は２ページ

議案ピックアップ 議案を議決するまでさまざまな視点から審議を重ねています。
審議した中から令和５年度当初予算の内容をお知らせします。

歳入 歳出

高齢者や障がい者、
児童福祉などに
65 億 7,988 万円

高齢者や障がい者、
児童福祉などに
65 億 7,988 万円

市民のみなさんや
事業所等からの税金
48 億 240 万円

市民のみなさんや
事業所等からの税金
48 億 240 万円

地方交付税（国から
交付されるお金）
72 億円

地方交付税（国から
交付されるお金）
72 億円

国県支出金（国県から
交付される使い道が
決められているお金）
 44 億 3,850 万円

国県支出金（国県から
交付される使い道が
決められているお金）
 44 億 3,850 万円

※１ 一般会計以外から繰り入れるお金や基金
　 （積立金など）を取り崩したお金など
※２ 地方税など国からの交付金

※１ 一般会計以外から繰り入れるお金や基金
　 （積立金など）を取り崩したお金など
※２ 地方税など国からの交付金

地方譲与税・交付金※２
12 億 9,669 万円
地方譲与税・交付金※２
12 億 9,669 万円

市債（借入金）
18 億 100 万円
市債（借入金）
18 億 100 万円

繰入金※１
12 億 2,593 万円
繰入金※１
12 億 2,593 万円

負担金・
繰越金など 
9 億 431 万円

負担金・
繰越金など 
9 億 431 万円

諸収入
5 億 117 万円
諸収入
5 億 117 万円

道路や河川、
公園の維持・
整備などに
26 億 3,963 万円

道路や河川、
公園の維持・
整備などに
26 億 3,963 万円

借りたお金の
返済に
22 億 2,412 万円

借りたお金の
返済に
22 億 2,412 万円

自治会や
市営バスの
運行などに
28 億 3,353 万円

自治会や
市営バスの
運行などに
28 億 3,353 万円

ごみ処理や医療、
病気予防に
37 億 5,559 万円

ごみ処理や医療、
病気予防に
37 億 5,559 万円

消防や救急活動などに
9 億 414 万円
消防や救急活動などに
9 億 414 万円

農業や畜産業の振興などに
7 億 519 万円
農業や畜産業の振興などに
7 億 519 万円

商工業や観光、産業振興などに
5 億 388 万円
商工業や観光、産業振興などに
5 億 388 万円

その他　2 億 59 万円その他　2 億 59 万円

学校や図書館、
公民館の管理運営・
整備などに
18 億 2,345 万円

学校や図書館、
公民館の管理運営・
整備などに
18 億 2,345 万円

会　計　名 歳入歳出予算総額 前年度対比（伸率％）
一般会計 221億 7,000 万円 8.4
国民健康保険特別会計 41億 9,620 万７千円 △７
後期高齢者医療特別会計 9億 1,719 万８千円 　6.4
介護保険特別会計 53億 1,189 万９千円 　　1.4
押切外四ヶ大字財産区特別会計 500万８千円 　△ 1.2

水 道 事 業 会 計
収益的収入 13億 1,254 万５千円 収益的支出 12億 1,072 万５千円
資本的収入 ４億 7,025 万円 資本的支出 11億 3,474 万１千円
下 水 道 事 業 会 計

収益的収入 18億 3,858 万１千円 収益的支出 18億 297万７千円
資本的収入 12億 6,410 万３千円 資本的支出 17億 274万２千円
病 院 事 業 会 計

収益的収入 ３億 4,554 万９千円 収益的支出 ６億 7,939 万２千円
資本的収入 ７億 3,888 万５千円 資本的支出 ７億 8,564 万７千円

令和５年度当初予算 一般会計予算は221億７千万円
―コロナ禍からの経済回復・活性化へ―　ポストコロナ社会における地域経済の回復と活性化を加速させます。

将来にわたる持続的な財政運営を推進するために

【令和５年度各会計の予算状況】

令和５年度当初予算編成における４つの重点施策の主な取組内容

２　人口減少対策
〇２歳までの第２子保育料を無償化します
　�認定こども園や保育園に通う年収 500万円以下の世帯の２歳までの第２子の保育料を無償化します。
〇移住・定住を検討する人を段階に応じて手厚くサポートします
　意向に合わせた１泊２日程度の移住体験プランを作成し、交通費を支援します。
　空き家を利用し、１か月程度の移住体験を提供します。市内の住宅取得費用や、空き家の改修費用を支援します。

１　地域経済の回復と活性化
〇商品券１万円分をプレゼントします
　�全市民を対象に市内で利用できる商品券１万円分をプレゼントします。
〇給食材料費の高騰分を支援します　
　�認定こども園、保育園と小中学校の給食材料費高騰分を支援し、栄養バランスのとれた給食を提供します。
〇事業所による人材育成を支援します
　�市内事業所における人材育成を支援するため、就労者に一定の研修を受講させる事業所に対し、研修費用を助成します。
〇新規就農を目指す人を支援します
　�就農に至るまでの１年間の費用助成と手厚い相談体制により、新規就農を目指す人の育成と確保を図ります。

３　デジタル化の推進
〇公共施設の利用についてスマートフォンなどからの予約を可能にします
　体育館や公民館等の利用について、オンラインでの予約や料金支払いを可能にします。
〇 AI によるデマンド交通バスを試験運行します
　予約状況に応じてAI による最適な路線を運行できるデマンドバスを試験的に運行します。
〇校務支援システムを導入します
　�小中学校 11校に校務支援システムを導入し、教職員の事務効率化を図り、教師が子ども
と向き合う時間を増やします。

〇メタバース空間での学習塾について実証実験します
　メタバース空間での学習塾を試験的に構築し、活用について実証します。

４　防災・減災対策
〇最新の高規格救急車を導入します
　かがやき分署に配備する救急車を最新車両に更新し、救急体制の強化につなげます。
〇スマートフォンの活用による緊急時情報伝達を加速させます
　�高齢者のスマートフォンの購入費用への助成に合わせて、市の公式 LINE や安全安心メー
ルを登録してもらうことで、緊急時の速やかな情報伝達体制を強化します。

　２月11日、安田交流センター風とぴあにおいて、親子で参加するイベントが行われました。資格を持つ専門学校生の指導の下、子どもたちは体を動かし、保護者
は栄養講座を受講。ランチタイムには、地元で子ども食堂を運営する方々が調理した地域の食材を生かしたメニューが提供され、親子で充実した時間を過ごしました。

「動いて・学んで・みんなでご飯」
アップルスポーツカレッジと
子ども食堂のコラボ
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　議案を議決するまで、さまざまな視点から審議を重ねています。
　１月16日の臨時会と３月定例会で審議した議案の中から一部内容をお知らせします。

１月16日臨時会
一般会計補正予算（第９号）
主な内容
○�妊娠・出産包括支援事業費　3,349万９千円
妊娠時から出産・子育てまで一貫した伴走型相談支援の充実を図るとともに、出産・子育
てに係る費用支援を行います。

○肥料高騰対策堆肥活用耕畜支援事業費　1,800万円
不安定な世界情勢による肥料価格の高騰を踏まえ、市内産の堆肥を無償で提供することで、
耕種及び畜産農家への経営支援を図ります。

３月定例会
阿賀野市国民健康保険条例の一部改正
　�出産育児一時金の支給額を40万８千円から48万８千円に引き上げます。

阿賀野市体育施設条例、阿賀野市立学校施設使用条例の一部改正
　�分田小学校の閉校により、体育館・グラウンドを体育施設として市民に開放します。

阿賀野市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の
一部改正
　�消防団員の加入促進、退団者の抑制など、消防団員の処遇改善に向け年額報酬を引き上げます。

阿賀野市職員等の給与の特例に関する条例の一部改正
　�し尿収集運搬業務及び複合ごみ資源化処理業務委託に係る一連の不適正事務処理の管理者責
任により、令和５年４月１日から４月30日の間、　市長の給料月額の100分の20の減額を行
います。

一般会計補正予算（第11号）　
主な内容
○送迎バスの安全装置整備費　315万１千円
認定こども園、保育園、幼稚園、放課後児童クラブにおける送迎バスへの児童置き去りを
防止するため、国の指針に基づき安全装置を整備します。

○�安野川地区湛水防除事業負担金、県営かんがい排水事業負担金、ほ場整
備事業負担金　２億2,305万３千円
国の補正予算に基づく前倒し事業として。

○道路消雪施設修繕事業費　２億1,491万円
国の補正予算に基づく前倒し事業及び消雪井戸の更新工事費として。

１月臨時会 ･３月定例会の議決結果をお知らせします
※省略：本会議で即決したもの　　総文：総務文教常任委員会　　社厚：社会厚生常任委員会　　産建：産業建設常任委員会　　予算：予算審査特別委員会　　各委員会での審査結果は市ホームページでご覧になれます。
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一般会計補正予算（第12号） 省略 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 退席 〇 〇 〇

令
和
５
年
度

当
初
予
算

一般会計予算 予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
討　論
（要旨） 反対意見

本市は特に出生数が激減している。今年の小学校新入生は300人程度、６年後は190人前後で大きく減少する。出生、子育て支援策をもっと充実する必要が
ある。

請
願

物価上昇に見合う老齢基礎年金等の改善を求める請願 社厚 不採択 × 〇 〇 〇 × × × × × × × × 〇 〇 〇
治安維持法犠牲者に国家賠償法の制定を求める意見書の提出を求める請願 社厚 不採択 × 〇 〇 〇 × × × × × × × × 〇 〇 〇
討　論
（要旨） 賛成意見

戦争反対を弾圧する治安維持法で、作家の小林多喜二も逮捕され拷問で死亡した。最後には創価学会会長も逮捕される事態になった。日本は侵略戦争を反省
するなら、犠牲者に謝罪し、国家賠償を行うのは当然だ。

意見が分かれた議案等 ○：賛成　×：反対　議長（市川英敏）は採決には加わりません。

１月16日臨時会
全会一致で議決した議案等
議 案 名 審査した

委員会※
議決
結果

令
和
４
年
度

補
正
予
算

一般会計補正予算（第９号） 省略 可決

３月定例会
全会一致で議決した議案等

議 案 名 審査した
委員会※

議決
結果

条
例

阿賀野市特別会計条例の一部改正について 総文 可決

阿賀野市国民健康保険条例の一部改正について 社厚 可決

阿賀野市体育施設条例の一部改正について 社厚 可決

阿賀野市立学校施設使用条例の一部改正について 社厚 可決
阿賀野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正について 社厚 可決

阿賀野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部改正について 社厚 可決

阿賀野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部改正について 社厚 可決

阿賀野市病院事業経営改革審議会条例の一部改正について 社厚 可決

阿賀野市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正について 総文 可決

阿賀野市職員等の給与の特例に関する条例の一部改正について 省略 可決

そ
の
他

阿賀野市過疎地域持続的発展計画の改訂について 総文 可決

市道路線の認定について 産建 可決
発
議 阿賀野市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について 省略 可決

議 案 名 審査した
委員会※

議決
結果

人
事 阿賀野市教育委員会委員の任命について（小川寛子氏） 省略 同意
専
決 令和４年度一般会計補正予算（第10号）　令和５年２月９日専決 省略 承認

令
和
４
年
度

補
正
予
算

一般会計補正予算（第11号）、国民健康保険特別会計補正予算（第３号）、後
期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）、介護保険特別会計補正予算（第３
号）、少年自然の家特別会計補正予算（第２号）、下水道事業会計補正予算（第
２号）、病院事業会計補正予算（第３号）、病院事業会計補正予算（第４号）

省略 可決

令
和
５
年
度

当
初
予
算

国民健康保険特別会計予算、後期高齢者医療特別会計予算、介護保
険特別会計予算、押切外四ヶ大字財産区特別会計予算、水道事業会
計予算、下水道事業会計予算、病院事業会計予算

予算 可決

令
和
５
年
度

補
正
予
算

一般会計補正予算（第１号） 省略 可決

条
例

阿賀野市情報公開・個人情報保護審査会条例の一部を改正す
る条例の一部改正について 総文 可決

阿賀野市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律
に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について 総文 可決

阿賀野市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部改正について 総文 可決

阿賀野市特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一
部改正について 総文 可決

議案ピックアップ
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常任委員会の活動 市の仕事を３つに分け、関係する議案等の審査や調査を行います。阿賀野市では議員１人が２つ
の委員会に属しています。（ただし議長は常任委員になりません。）
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区
に
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
あ
り

ま
す
。
16
施
設
中
３
施
設
が
旧
耐
震

基
準
で
、
そ
の
う
ち
の
２
施
設
は
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
市
の
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
の
中
で
廃
止
の

検
討
を
す
る
と
い
う
方
針
が
出
て
い

ま
す
。

　
今
回
、
廃
止
検
討
と
な
っ
て
い
る

施
設
の
一
つ
で
あ
る
京
ヶ
瀬
体
育

館
、
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
改
修
工

事
を
行
っ
た
水
原
総
合
体
育
館
の
２

施
設
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

京
ヶ
瀬
体
育
館

　
昨
年
度
時
点
で
耐
用
年
数
47
年
を

経
過
し
た
建
物
で
、
主
体
構
造
は
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
す
。
外
観
は

屋
根
部
全
体
的
に
錆
等
の
老
朽
化
が

見
ら
れ
、
外
観
も
同
じ
く
傷
み
が
激

し
い
状
態
で
し
た
。
内
部
に
至
っ
て

は
天
井
の
破
損
な
ど
、
危
険
な
箇
所

も
数
か
所
あ
り
ま
し
た
。
床
部
は
塗

装
が
剥
が
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
り
、

床
下
の
老
朽
化
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
体
育
館
内
の
非
常
口
扉
の
開

閉
が
困
難
な
場
所
や
、
天
井
照
明
灯

の
電
球
切
れ
も
数
か
所
あ
り
ま
し
た
。

　
廃
止
検
討
さ
れ
て
い
る
施
設
で
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
使
用

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
予
算
的
に
外
装

ま
で
は
難
し
い
と
し
て
も
、
内
部
の

最
低
限
の
修
繕
工
事
は
必
要
で
す
。

水
原
総
合
体
育
館

　
昭
和
56
年
度
に
建
築
し
、
平
成
27

年
度
に
大
規
模
改
修
を
行
っ
た
施
設

で
す
。
主
体
構
造
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
で
、
耐
震
基
準
は
新
基

準
の
建
物
で
す
。
笹
神
体
育
館
と
と

も
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
備
え
て
お
り
、
シ

ニ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
を
利
用
で
き
る
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

２
施
設
に
つ
い
て
は
、
先
日
券
売
機

が
導
入
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
。
多
種

多
様
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
総
合
体

育
館
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
果
た

し
て
い
る
施
設
で
す
。

　
た
だ
し
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
の

稼
働
不
良
や
ア
リ
ー
ナ
出
入
口
の
扉

の
開
閉
不
良
な
ど
、
大
規
模
改
修
時

に
は
対
応
不
要
だ
っ
た
箇
所
の
不
具

合
が
少
し
ず
つ
発
生
し
て
き
て
お

り
、
現
在
、
そ
の
時
々
に
対
応
し
て

い
る
状
況
で
す
。

委
員
会
意
見

　
委
員
か
ら
は
、
柔
剣
道
場
に
つ
い

て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
マ
ス
ク
着
用
で
の

部
活
動
で
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
あ
る

こ
と
や
、
非
常
時
の
避
難
所
と
し
て

の
利
用
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
エ

ア
コ
ン
の
設
置
を
検
討
し
て
ほ
し

い
、
ま
た
、
廃
止
検
討
さ
れ
て
い
る

施
設
に
つ
い
て
は
、
現
状
と
課
題
を

市
で
よ
く
検
討
し
た
上
で
、
市
民
の

理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
十
分
周
知
し

て
今
後
に
備
え
て
い
た
だ
き
た
い
、

廃
止
後
の
利
用
や
解
体
後
の
土
地
利

用
等
に
関
し
て
も
市
民
に
示
し
て
ほ

し
い
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
市
施
設
の
保
守
点
検
を

こ
ま
め
に
行
い
、
施
設
の
長
寿
命
化

を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
意
見
集

約
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
厚
生

常
任
委
員
会

民
生
部
所
管
の
福
祉
、
介
護
、
子
ど
も
、
保
健
、
医
療
、
環
境
、
生

涯
学
習
等
に
関
す
る
調
査
や
議
案
・
請
願
等
を
審
査
し
ま
す
。

閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
６
月
定
例
会
ま
で
）

　
ご
み
処
理
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

京ヶ瀬体育館内を調査する委員京ヶ瀬体育館内を調査する委員

令
和
５
年
１
月
30
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

活
動
内
容

　

現
在
採
用
し
て
い
る
協
力
隊
に

は
、
道
の
駅
で
の
移
住
相
談
、
観
光

案
内
、
施
設
案
内
業
務
（
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
業
務
）
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発

信
、
Ｈ
Ｐ
で
の
記
事
公
開
、
移
住
関

係
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
に
よ
る
移
住

検
討
者
向
け
情
報
発
信
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

活
動
目
標

　
阿
賀
野
市
の
暮
ら
し
や
子
育
て
支

援
、
移
住
支
援
情
報
な
ど
を
市
外
に

住
む
人
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
阿
賀

野
市
へ
の
移
住
に
興
味
が
あ
る
人
を

増
や
し
ま
す
。
ま
た
、
移
住
希
望
者

に
対
す
る
相
談
対
応
を
行
い
、
必
要

な
情
報
の
提
示
を
行
い
、
移
住
の
促

進
を
図
る
も
の
で
す
。
活
動
目
標
は

総
じ
て
移
住
者
の
増
加
と
し
て
い
ま

す
。

募
集
状
況

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
都
市

地
域
か
ら
過
疎
地
域
等
の
条
件
不
利

地
域
に
住
民
票
を
異
動
し
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
や
地
場
産
品
の
開
発
、
販

売
、
Ｐ
Ｒ
等
の
地
域
お
こ
し
支
援

や
、
農
林
水
産
業
へ
の
従
事
、
住
民

支
援
な
ど
の
地
域
協
力
活
動
を
行
い

な
が
ら
、
そ
の
地
域
へ
の
定
住
・
定

着
を
図
る
取
り
組
み
で
す
。
阿
賀
野

市
で
は
平
成
27
年
に
初
め
て
の
採
用

を
し
て
か
ら
現
在
ま
で
11
人
を
採
用

し
、
農
業
、
観
光
振
興
、
移
住
支
援

に
関
す
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
活
動
期
間
は
平
均
で
１
年

８
か
月
、
卒
業
し
た
隊
員
の
う
ち
１

人
が
市
内
に
定
住
し
て
い
ま
す
。

情
報
発
信
業
務
に
つ
い
て

　

阿
賀
野
市
に
関
す
る
調
査
と
し

て
、
阿
賀
野
市
役
所
内
各
課
や
観
光

協
会
、
各
企
業
や
施
設
、
移
住
者
等

に
話
を
聞
き
に
行
き
、
阿
賀
野
市
の

調
査
を
行
う
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
し
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、

ノ
ー
ト
の
３
つ
の
媒
体
を
活
用
し
て

写
真
や
ブ
ロ
グ
で
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
で
は
１
０
０
件
の
投
稿
、
ブ

ロ
グ
で
は
14
本
の
記
事
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
業
務
に
つ
い
て

　

道
の
駅
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
ス

ペ
ー
ス
で
、
観
光
案
内
業
務
、
道
の

駅
の
施
設
案
内
、
移
住
相
談
へ
の
対

応
の
３
点
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
活
動
に
つ
い
て

　

Ｆ
Ｍ
新
津
へ
の
出
演
、
道
の
駅

オ
ー
プ
ン
に
伴
う
「
新
潟
日
報
ａ
ｓ

ｓ
ｈ
」
へ
の
取
材
協
力
、
産
業
フ
ェ

ア
実
施
に
伴
う
「
月
間
に
い
が
た
」

へ
の
取
材
協
力
、
笹
神
中
学
校
50
周

年
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
を
し
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
１
人
の
隊
員
の
卒
業
に
伴
い
、
引

き
続
き
２
人
体
制
で
情
報
発
信
と
コ

閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
６
月
定
例
会
ま
で
）

　
学
校
給
食
の
セ
ン
タ
ー
化
に
つ
い
て

総
務
文
教

常
任
委
員
会

総
務
部
所
管
の
市
政
全
般
の
企
画
や
調
整
、
財
務
、
市
税
、
防
災
、

教
育
等
に
関
す
る
調
査
や
議
案
・
請
願
等
を
審
査
し
ま
す
。

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
業
務
を
行
っ
て
い
く

た
め
、
隊
員
１
人
を
追
加
募
集
す
る

予
定
で
す
。

質
疑
・
委
員
会
意
見

　
説
明
を
受
け
た
後
、
委
員
か
ら
は

「
隊
員
の
冬
場
の
活
動
内
容
に
つ
い

て
」「
Ｐ
Ｒ
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
情
報
発
信
の
計
画
に
つ
い

て
」「
今
後
の
募
集
人
数
に
つ
い
て
」

等
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
協
力
隊
の
活

動
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有

し
て
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
活
動
で

き
る
よ
う
な
配
慮
を
す
る
こ
と
で
、

そ
こ
に
魅
力
を
感
じ
る
人
材
も
来
る

か
も
し
れ
な
い
。
阿
賀
野
市
が
「
し

て
も
ら
い
た
い
こ
と
」
や
「
阿
賀
野

市
を
ど
う
し
て
い
き
た
い
か
」
を

し
っ
か
り
示
す
こ
と
が
い
い
隊
員
を

生
み
出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思

う
。
卒
業
後
に
定
住
し
て
も
ら
う
た

め
の
市
の
フ
ォ
ロ
ー
や
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
が
大
切
だ
と
意
見
集
約
さ
れ

ま
し
た
。

電子黒板、タブレットを使用し説明を受ける委員電子黒板、タブレットを使用し説明を受ける委員

水原総合体育館トレーニングルームと券売機水原総合体育館トレーニングルームと券売機
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産
業
建
設

常
任
委
員
会

産
業
建
設
部
所
管
の
道
路
、
河
川
、
商
工
業
、
農
業
、
観
光
、
公
園
、

上
下
水
道
等
に
関
す
る
調
査
や
議
案
・
請
願
等
を
審
査
し
ま
す
。

令
和
５
年
１
月
20
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た

五
頭
山
麓
う
ら
ら
の
森
情
報
発
信
館
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

　
う
ら
ら
の
森
情
報
発
信
館
は
、
平

成
15
年
３
月
に
「
食
と
緑
の
交
流
拠

点
施
設
」
と
し
て
、
体
験
学
習
館
、

ゆ
う
き
ふ
れ
あ
い
即
売
所
と
あ
わ
せ

一
体
的
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
観
光

案
内
・
温
泉
旅
館
宿
泊
情
報
の
発

信
、
阿
賀
野
市
の
特
産
品
等
の
販
売

や
食
事
処
「
結
桜
」
で
の
食
事
の
提

供
な
ど
、
阿
賀
野
市
の
魅
力
を
伝
え

る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
情
報
発

信
業
務
は
五
頭
温
泉
郷
旅
館
組
合
に

委
託
し
、
市
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
来
館
者
数
は
、
長
引
く

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
年
間
６
万
人
前

後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
引
き
続
き
、
市
と
旅
館

組
合
が
連
携
し
て
観
光
情
報
や
市
の

魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
う
ら

ら
の
森
全
体
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

等
の
実
施
を
通
じ
、
観
光
客
等
の
誘

致
を
図
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　
委
員
会
で
は
、「
道
の
駅
あ
が
の
」

と
連
携
し
た
地
域
の
魅
力
発
信
と
来

訪
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
事
業
展

開
、
未
整
備
の
広
場
と
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
園
の
早
急
な
改
善
、
来
館
者

ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
施
設
整
備
、
体

験
学
習
館
・
ゆ
う
き
ふ
れ
あ
い
即
売

所
と
農
園
ハ
ウ
ス
を
含
め
た
エ
リ
ア

の
事
業
展
開
プ
ラ
ン
の
検
討
等
、
将

来
に
向
け
て
整
備
に
取
り
組
ま
れ
た

い
と
意
見
集
約
さ
れ
ま
し
た
。

う
ら
ら
の
森
農
園
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

　

う
ら
ら
の
森
農
園
の
ハ
ウ
ス
で

は
、
土
を
使
わ
な
い
循
環
養
液
栽
培

で
１
年
を
通
じ
、
中
玉
ト
マ
ト
「
フ

ル
テ
ィ
カ
」
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
販
売
先
は
市
場
出
荷
が
65
％
、
ゆ

う
き
ふ
れ
あ
い
即
売
所
や
旅
館
等
の

市
内
向
け
が
35
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
は
規
格
外
品
を

加
工
用
と
し
て
「
道
の
駅
あ
が
の
」

へ
納
入
を
開
始
し
ま
し
た
。
令
和
４

年
度
の
販
売
量
は
、
12
月
末
時
点
で

６
・
８
ト
ン
、
前
年
同
時
期
と
比
べ

約
１
ト
ン
増
加
し
ま
し
た
。

　
当
ハ
ウ
ス
で
は
、
収
量
の
増
加
と

品
質
向
上
を
図
る
た
め
、
一
部
区
画

を
利
用
し
て
栽
培
方
法
の
試
験
・
検

討
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年

度
は
収
穫
量
の
増
加
を
目
指
し
て
苗

の
本
数
増
加
試
験
、
今
年
度
は
苗
の

本
数
を
減
ら
し
て
昨
年
と
の
比
較
栽

培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
過
疎
対
策
に
関
す
る
事

業
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

新
規
就
農
や
園
芸
導
入
希
望
者
の
会

計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
の
雇
用
、

規
格
外
品
の
加
工
用
販
売
を
含
め
農

家
に
向
け
て
売
れ
る
ト
マ
ト
の
情
報

発
信
等
を
行
い
た
い
と
の
こ
と
で

す
。
ま
た
、
新
規
就
農
や
園
芸
導
入

希
望
者
が
い
な
い
場
合
は
、
農
業
法

人
や
園
芸
拡
大
希
望
者
な
ど
へ
の
貸

し
ハ
ウ
ス
の
検
討
な
ど
も
必
要
と
考

え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
委
員
会
で
は
、
厳
し
い
収
支
状
況

に
あ
る
事
業
の
見
直
し
（
教
育
実

習
・
研
究
施
設
、
ハ
ウ
ス
の
貸
出
し

等
収
益
確
保
策
）、
地
域
の
人
口
の

確
保
や
生
産
基
盤
の
強
化
、
後
継
者

確
保
の
観
点
で
の
当
ハ
ウ
ス
活
用
、

就
農
ス
タ
ー
ト
時
の
収
入
確
保
を
支

援
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
採
用
、

Ｊ
Ａ
等
と
連
携
し
た
臨
時
職
員
採
用

な
ど
を
検
討
さ
れ
た
い
と
意
見
集
約

さ
れ
ま
し
た
。

閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
６
月
定
例
会
ま
で
）

　
公
営
住
宅
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

ハウス内の加温機（筒状のビニール）ハウス内の加温機（筒状のビニール）
冬でも12℃以上が保たれている冬でも12℃以上が保たれている 市の特産品が並ぶ情報発信館市の特産品が並ぶ情報発信館

２月６日～７日に先進地視察研修を行いました
SDGs推進の取組について（埼玉県入間市）
　入間市は、内閣府による2022年度「SDGs未来都市」に選定され、SDGs未来都
市計画を策定し、2030年のSDGs達成に向けて、市民や民間企業との共創による
未来のまちづくりを目指しています。
　取組の一つとして、高齢者の外出モチベーション向上のためのデマンド交通とア
プリの開発・実用化があります。高齢者の外出機会や手段を確保し、買い物等、普
段の生活の中でリハビリを楽しく行うことで、健康寿命の延伸を目指すことを目的
としています。
　そのほかにも高齢者支援の取組として、2016年に二次元コードが書かれたシー
ルを爪に貼る徘徊身元確認支援サービス「爪Qシール」を全国で初めて導入、身元不
明者の早期解決にもつながったという事例もあるとのことです。

ごみ減量化の取組について、「八王子てくてくポイント」について（東京都八王子市）
　八王子市では、平成16年からごみの有料化と戸別収集を進めたことで、市民の
分別意識の向上が図られ、ごみ収集量の減少、資源物収集量の増加につながりまし
た。平成22年にはプラスチック資源化拡大と資源物の戸別収集が行われ、資源物
収集量がさらに増加しました。取組直後の環境省発表の全国ランキングで、人口
50万人以上の都市で、１人１日あたりのごみの総排出量の少なさ、リサイクル率
ともに全国１位となり、その後も高い水準を維持しています。
　また、平成18年に広域最終処分場でエコセメント化施設を本格稼働し、焼却灰
をエコセメントとして資源化することで、最終処分場の延命化にもつながりました。
また、不燃物処理センターで手選別を導入したことにより、不燃残渣が資源化され、
平成30年度には埋立処分量がゼロとなりました。
　そのほか、スマートフォンアプリを利用して、高齢者の介護予防を応援するポイ
ント制度「八王子てくてくポイント」について、実際のアプリ画面を見ながら説明を
受けました。運動、食事、脳トレなどでポイントを貯めて、貯めたポイントは市内
の協力店で使用できるだけでなく、キャッシュレス決済サービスのポイントにも換
算できるというものです。

　これら先進地の取組は、当市にとっ
てはまだまだハードルが高いと感じら
れるものもありますが、今後の阿賀野
市のまちづくりの参考にしていきたい
と思います。

２月９日～ 10日に視察研修を行いました
全国農業協同組合連合会
●飼料原料情勢と国内対策
　日本は、配合飼料の主原料である大豆等を輸入に頼っています。現在はロシアのウクライ
ナ侵攻の影響と円安を背景に価格が高止まりとなっており、未利用資源の活用を含め、飼料
の自給率向上が今まで以上に喫緊の課題となっています。飼料用米は、耕種農家と畜産農家
との直接やりとりが多い中、利用率向上には、集荷や品質確認等の供給側の体制整備、コス
ト削減が必要とのことでした。

●肥料原料情勢と国内対策
　化学肥料の主な原料は尿素など、多くは輸入されており、国際価格は、飼料原料と同様の
影響に加え、アンモニア価格の高騰や肥料需要が旺盛なこと等により高値の状況が続いてい
ます。全農では安定調達に向けて、資源調査と輸送の安定化に取り組んでいるとのことです。
　一方、国内の土壌の地力低下や、みどりの食料システム戦略への対応のため、畜産由来た
い肥等、国内資源の利用が求められており、全農では、これらの開発、製造、普及等に参画
しています。

●米を取巻く情勢と今後の国内生産構造の方向
　全国の４年産主食用米の作付面積は125.1万ha（前年比－5.2万ha）、10a当たり収量は
538㎏となりました（農林水産省）。全農では、２・３年産米の計画的販売、４年産米の消費
促進活動を展開するとのことです。
　稲作主体の経営体が多い当地域の条件を考慮した非主食用米の生産や、新たな園芸作物・
飼料用作物の生産、耕種農家と畜産農家の連携強化、有機農業の推進などについて、必要な
措置と支援を検討、展開していくことが必要と思われました。

埼玉県児玉郡美里町
●営農型太陽光発電について
　美里町は、面積33.41㎢のうち田畑は約４割、温暖な気候で多様な農作物の栽培が可能で
すが、少子高齢化に伴って遊休農地が増加しており、平成26年頃から農地への太陽光発電の
パネルの設置が見られるようになりました。
　太陽光パネルは、立って楽に作業できる高さに設置され、その下にシキミなどが栽培され
ています。営農型太陽光発電は、農地が適切に管理され、
賃借料など地権者、耕作者の収入となりますが、設置後
20年間経過し、所有者に返還された後の対応が課題との
ことです。

　当市の自然条件では同様にはいかないと思われますが、
今後の遊休農地対策を考えていく上で有意義な研修とな
りました。

社会厚生常任委員会 視察研修社会厚生常任委員会 視察研修 産業建設常任委員会 視察研修産業建設常任委員会 視察研修
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一　般　質　問 60分の持ち時間の中で、質問と答弁のやり取りが繰り返されます。
掲載内容は質問議員がまとめたもので要旨を掲載しています。

無
会
派

近
山　
　

修

市
内
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

質
問　
分
田
小
学
校
が
４
月
よ
り
堀

越
小
学
校
と
統
合
と
な
る
。
今
後
も

少
子
化
が
進
み
、
小
学
校
の
統
合
が

考
え
ら
れ
る
。
統
合
に
向
け
て
の
市

の
考
え
方
を
伺
う
。

答
弁　
市
の
学
校
統
合
計
画
を
定
め

る
小
学
校
整
備
計
画
は
、
現
在
策
定

し
て
い
な
い
。統
合
に
当
た
っ
て
は
、

保
護
者
や
地
域
の
意
向
を
確
認
し
た

上
で
進
め
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え

て
い
る
。
現
在
、
１
学
年
１
ク
ラ
ス

の
小
学
校
も
出
て
き
て
お
り
、
将
来

を
見
据
え
、
地
域
の
意
向
、
児
童
数

の
減
少
見
込
み
を
考
慮
し
て
、
教
育

環
境
の
適
正
化
な
ど
を
総
合
的
に
検

討
し
た
上
で
判
断
し
て
い
く
。

質
問　
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
、
５

年
後
に
は
堀
越
小
学
校
と
神
山
小
学

校
が
児
童
数
１
０
０
人
以
下
に
な

る
。
地
域
の
意
向
は
ど
の
よ
う
に
し

て
把
握
す
る
の
か
伺
う
。

答
弁　
学
校
統
合
は
、
児
童
数
で
は

な
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
意
向
を
把

握
し
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
教

育
環
境
の
適
正
化
に
取
り
組
む
。

通
学
路
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

質
問　
令
和
３
年
６
月
28
日
、
千
葉

県
八
街
市
で
起
き
た
交
通
事
故
、
児

童
５
人
が
死
傷
し
た
事
故
を
受
け

て
、
当
時
の
菅
首
相
が
全
国
の
教
育

委
員
会
に
通
学
路
の
総
点
検
を
指
示

し
、
危
険
箇
所
の
改
善
に
予
算
を
付

け
る
と
発
表
し
て
い
た
。
通
学
路
の

総
点
検
で
、
国
の
予
算
で
改
善
し
た

箇
所
が
あ
る
の
か
伺
う
。

答
弁　
総
点
検
の
結
果
、
対
策
の
必

要
な
箇
所
が
22
か
所
あ
っ
た
。
速
や

か
に
改
善
等
を
図
っ
て
お
り
、
道
路

区
画
線
の
設
置
や
路
面
表
示
の
設

置
、
児
童
へ
の
安
全
指
導
な
ど
10
か

所
に
つ
い
て
完
了
し
、
1
か
所
が
現

在
対
策
実
施
中
。
そ
の
他
、
道
路
改

修
が
必
要
な
11
箇
所
に
つ
い
て
も
、

1
か
所
が
今
年
度
改
修
予
定
、
９
か

所
が
来
年
度
以
降
で
実
施
予
定
。
1

か
所
の
み
調
整
中
。

新
風
あ
が
の

遠
藤　
　

孝

阿
賀
野
市
に
お
け
る
過
疎
化
の

今
後
の
課
題
と
対
策
に
つ
い
て

質
問　
全
国
的
に
少
子
化
問
題
、
人

口
減
少
対
策
、
当
市
に
お
い
て
も
市

外
転
出
者
、
空
き
家
問
題
と
過
疎
化

の
課
題
対
策
と
し
て
あ
る
中
、
当
市

総
合
計
画
、
未
来
構
想
と
し
て
の
政

策
、
施
策
、
事
業
展
開
を
伺
う
。

答
弁　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
ら
れ
る
環
境
の
充
実
、
安
定
し
た

雇
用
の
確
保
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に

向
け
た
取
り
組
み
や
地
域
で
支
え
あ

う
仕
組
み
の
構
築
な
ど
の
取
り
組
み

が
必
要
。
本
市
の
子
育
て
し
や
す
い

環
境
を
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
を

継
続
し
、「
若
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち
」

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

過
疎
対
策
事
業
債
に
つ
い
て

質
問　
過
疎
対
策
事
業
債
の
有
効
活

用
に
お
い
て
、
市
が
掲
げ
る
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
化
を
目
指
し
て
い
く
中

で
笹
神
地
区
は
農
業
主
体
地
域
に
な

る
と
思
う
が
、
農
業
振
興
支
援
、
そ

の
他
生
活
環
境
、
定
住
者
促
進
支
援

事
業
に
関
す
る
展
開
を
伺
う
。

答
弁　
笹
神
地
区
が
中
山
間
地
域
に

位
置
し
、
市
内
の
他
の
地
域
に
比
較

し
耕
作
条
件
が
一
部
劣
る
た
め
、
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
過
疎
対
策
事
業
債
を
活
用
し
、「
え

ん
だ
ま
産
地
化
推
進
事
業
」な
ら
び

に「
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援
事

業
」に
取
り
組
む
。

　
ま
た
、
新

た
に
笹
神
地

区
で
就
農
を

計
画
し
て
い

る
人
を
対
象

に
、
最
長
で

１
年
間
の
生
活
支
援
を
す
る「
過
疎

地
域
新
規
就
農
支
援
事
業
」を
実
施

予
定
。
こ
の
事
業
の
活
用
に
よ
り
、

新
規
就
農
者
が
地
域
に
生
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

市
管
理
施
設
の
保
護
、

管
理
に
つ
い
て

質
問　
市
管
理
の
各
施
設
の
内
部
の

破
損
部
等
は
確
認
修
繕
さ
れ
て
き
た

と
思
う
が
、
外
観
面
で
は
補
修
工
事

の
必
要
施
設
が
、
な
か
な
か
保
護
、

補
修
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
の
市
と

し
て
の
対
応
策
を
伺
う
。

答
弁　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

で
は
、
予
防
保
全
に
よ
る
長
寿
命
化

を
基
本
方
針
の
一
つ
と
し
て
、
年
に

一
度
、
所
管
課
職
員
の
目
視
に
よ
る

施
設
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。
建
物

の
躯
体
や
外
壁
な
ど
の
外
観
は
機
能

面
で
の
劣
化
状
況
に
よ
り
補
修
等
の

必
要
性
を
判
断
し
て
い
る
。

新
風
あ
が
の

加
藤　

博
幸

経
済
情
勢
等
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て

質
問　
円
滑
な
施
策
遂
行
の
た
め
の

情
勢
分
析
を
伺
う
。

答
弁　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
物
価
高

な
ど
の
影
響
に
よ
り
経
済
回
復
に
時

間
を
要
す
と
認
識
。

質
問　
市
の
財
政
状
況
を
伺
う
。

答
弁　
一
般
財
源
の
倍
近
い
５
０
０

億
円
の
借
金
が
あ
る
が
、
優
良
起
債

等
で
対
応
。比
較
的
安
定
し
て
い
る
。

今
後
も
国
補
助
金
の
確
保
に
も
努
め

て
い
く
。

質
問　
長
期
金
利
上
昇
の
影
響
を
伺
う
。

答
弁　
＋
０
・
１
％
の
上
昇
で
令
和

４
年
度
市
債
11
億
円
の
場
合
、
10
年

で
７
２
０
万
円
の
負
担
増
加
と
な

る
。

市
の
組
織
力
強
化
に
つ
い
て

質
問　

市
民
の
負
託
に
応
え
る
基
本

「
組
織
力
強
化
」の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
弁　

外
部
研
修
を
職
位
職
階
で
体

系
化
、
組
織
内
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
強
化
、
職

員
同
士
の
信
頼
関
係
構
築
を
図
り
ワ

ン
チ
ー
ム
の
組
織
づ
く
り
を
目
指
す
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

質
問　
具
体
的
な
指
示
内
容
を
伺
う
。

答
弁　
安
心
し
て
産
み
、
育
て
ら
れ

る
環
境
の
提
供
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

を
通
じ
て
の
切
れ
目
な
い
支
援
の
た

め
、
支
援
策
の
整
理
と
不
足
し
て
い

る
部
分
の
検
討
等
を
指
示
。

質
問　

こ
れ
か
ら
提
示
さ
れ
る
国
・

県
か
ら
の
支
援
策
に
人
員
、
体
制
と

も
に
大
丈
夫
か
伺
う
。

答
弁　
現
在
、
難

し
い
と
思
っ
て

い
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
対
応
に
つ
い
て

質
問　
具
体
的
な
取
り
組
み
状
況
を

伺
う
。

答
弁　

国
の
仕
組
み
を
活
用
、
一
部

行
政
手
続
き
に
つ
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
が
可
能
な
環
境
を
整
備
し
て
い
る
。

質
問　
求
め
ら
れ
て
き
た
手
続
き
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
伺
う
。

答
弁　
行
政
標
準
シ
ス
テ
ム
の
見
直

し
が
行
わ
れ
る
た
め
、
こ
れ
に
ま
ず

対
処
し
た
い
。

質
問　
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
を
伺
う
。

答
弁　

新
規
採
用
に
至
っ
て
い
な

い
。街

の
活
性
化
に
つ
い
て

質
問　
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
活
用
に
よ

る
事
業
展
開
を
伺
う
。

答
弁　
有
効
な
手
段
と
認
識
も
活
用

に
至
っ
て
い
な
い
。「
賢
く
使
う
」を

基
本
に
施
設
整
備
を
進
め
る
。

無
会
派

清
野　

栄
一

「
子
育
て
環
境
日
本
一
の
ま
ち
」

に
つ
い
て

質
問　

本
市
は
平
成
27
年
度
よ
り

「
子
育
て
環
境
日
本
一
」を
目
指
し
、

安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
等
が
で
き

る
よ
う
各
種
サ
ー
ビ
ス
、
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
る
が
、
成
果
と
課
題
及

び
今
後
の
施
策
展
開
に
つ
い
て
伺

う
。

答
弁　
成
果
は
子
育
て
世
帯
の
満
足

度
が
高
い
、課
題
は
出
生
率
が
低
迷
、

今
年
度
は
第
２
子
の
保
育
料
の
無
償

化
を
行
う
。

意
見　
施
策
の
メ
ニ
ュ
ー
は
多
い
が

出
生
率
が
12
年
も
県
平
均
を
下
回
っ
て

い
る
。
給
食
の
無
償
化
や
出
産
祝
い
金

創
設
に
取
り
組
む
べ
き
。

水
原
駅
の
み
ど
り
の

窓
口
廃
止
に
つ
い
て

質
問　
水
原
駅
の
み
ど
り
の
窓
口
が

２
月
28
日
で
業
務
を
終
了
。
切
符
は

自
販
機
に
よ
る
近
距
離
切
符
だ
け
で

東
京
な
ど
へ
の
切
符
や
定
期
券
等
の

販
売
は
行
わ
な
い
。
公
共
交
通
は
、

公
益
的
使
命
が
あ
り
、
採
算
性
に
よ

る
合
理
化
の
み
を
推
し
進
め
る
べ
き

で
は
な
い
。
市
長
は
打
開
策
を
講
ず

る
べ
き
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

当
面
無
人
化
の
予
定
は
無

い
。
路
線
の
維
持
・
拡
充
は
要
望
し

て
い
く
。

意
見　
他
の
駅
の
事
例
を
見
る
と
窓

口
業
務
終
了
１
年
前
後
で
無
人
化
さ
れ

て
い
る
。
12
月
議
会
で
も
言
っ
た
が
、

市
で
切
符
販
売

の
受
託
や
駅
の

地
域
活
性
化
の

拠
点
と
し
て
の

活
用
を
考
え
準

備
し
て
ほ
し
い
。

有
機
農
業
の
推
進
と
学
校
給
食

へ
の
食
材
利
用
に
つ
い
て

質
問　

国
は
令
和
３
年「
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」を
策
定
、
有

機
農
業
の
推
進
を
掲
げ
て
い
る
。
笹

神
地
域
で
は
有
機
米
の
生
産
に
取
り

組
ん
で
お
り
農
業
所
得
の
向
上
策
と

し
て
も
有
機
農
業
を
推
進
す
べ
き
と

思
う
し
、
安
心
安
全
な
食
材
と
し
て

学
校
給
食
へ
の
利
用
が
適
切
と
思
う

が
如
何
か
。

答
弁　
今
年
２
月
に
策
定
さ
れ
た
県

の
基
本
計
画
に
基
づ
き
普
及
・
啓
発

に
努
め
る
。
給
食
へ
の
利
用
は
価
格

面
か
ら
課
題
が
あ
る
。

要
望　
佐
渡
市
で
は
地
産
で
給
食
用

の
食
材
・
調
味
料
全
て
の
有
機
化
を

目
指
し
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
市
も

安
心
安
全
な
地
元
の
有
機
食
材
を

使
っ
て
ほ
し
い
。
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無
会
派

天
野　

市
榮

五
泉
施
設
組
合
が
整
備
す
る
最
終
処
分

場
及
び
ご
み
の
分
別
収
集
に
つ
い
て

質
問　
大
日
地
区
で
の
最
終
処
分
場

建
設
を
断
念
し
て
丸
２
年
が
経
過
し

た
。
次
の
候
補
地
に
つ
い
て
、
市
長

は「
地
盤
の
強
固
な
適
地
を
再
度
探

し
た
い
」と
地
元
紙
に
述
べ
て
い
る
。

①�

組
合
の
令
和
５
年
度
当
初
予
算
に

最
終
処
分
場
の「
最
終
候
補
地
地

質
調
査
業
務
委
託
料
」が
計
上
さ

れ
て
い
る
。候
補
地
は
何
か
所
か
。

地
質
調
査
を
行
う
候
補
地
は
ど
こ

か
。

②�

新
た
な
候
補
地
に
建
設
す
る
最
終

処
分
場
は
大
日
地
区
と
同
じ
仕
様

（
面
積
、
計
画
埋
立
面
積
、
計
画

埋
立
容
量
な
ど
）か
。

③�

東
京
都
八
王
子
市
で
は
焼
却
灰
を

エ
コ
セ
メ
ン
ト
と
し
て
全
量
資
源

化
し
た
こ
と
で
、
埋
立
処
分
量
ゼ

ロ
を
継
続
し
て
い
る
。
参
考
に
な

る
先
進
事
例
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

④�

令
和
７
年
度
の
中
間
処
理
施
設
の

稼
働
に
合
わ
せ
て
、
可
燃
ご
み
と

し
て
収
集
し
て
い
る
安
田
地
区
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
類
な
ど

も
資
源
ご
み
と
し
て
分
別
収
集
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
弁　

①�

当
市
か
ら
候
補
地
１
か
所
を
選
定

し
組
合
に
通
知
。（
場
所
に
つ
い

て
の
答
弁
な
し
。）

②�

被
覆
型
処
分
場
と
す
る
こ
と
以
外

は
未
定
。

③�

情
報
を
収
集

し
検
討
。

④�

施
設
稼
働
時

に
混
乱
な
く

分
別
収
集
に

移
行
。

地
域
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド（
Ａ
Ｐ
Ｏ
カ
ー
ド
）

事
業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

質
問

①�

加
盟
店
舗（
27
店
舗
）が
増
え
な
い

理
由
は
。

②�

東
京
都
八
王
子
市
の
よ
う
に
加
盟

店
以
外
の
店
舗
で
も
使
え
る
決
済

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
は
ど
う

か
。

③�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
急
速
に

普
及
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

官
民
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス

の
融
合
を
目
指
す「
自
治
体
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
」に
つ
い
て
も
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

①�

既
に
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
使
用
、

端
末
使
用
料
の
負
担
、
手
続
き
が

面
倒
な
ど
。

②
情
報
を
収
集
し
検
討
。

③�

国
や
他
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
判
断
。

新
風
あ
が
の

百
都　

順
也

あ
か
ま
つ
荘
の
今
後
の

運
営
に
つ
い
て

質
問　
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
の

検
討
会
か
ら
、
①
廃
止
す
る
、
②
地

域
住
民
が
主
体
と
な
り
運
営
す
る
、

と
い
う
２
つ
の
提
言
が
あ
り
、
ま
ず

は
運
営
団
体
を
公
募
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
あ

か
ま
つ
荘
の
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

　
検
討
会
お
よ
び
提
言
書
に
つ
い
て

市
長
の
所
感
は
。
ま
た
、
２
つ
の
提

言
の
い
ず
れ
か
で
決
着
す
る
際
、
市

長
の
最
終
的
な
判
断
の
基
準
と
時
期

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁　
提
言
内
容
を
尊
重
し
取
り
組

ん
で
い
く
。
最
終
的
な
決
断
に
つ
い

て
期
限
を
設
定
し
て
い
な
い
が
、
運

営
団
体
募
集
の
結
果
を
み
て
判
断
し

た
い
。

質
問　
当
該
施
設
運
営
の
知
見
・
経

験
を
も
っ
た
人
材
と
し
て
、
指
定
管

理
を
担
っ
て
き
た
担
当
者
と
の
情
報

交
換
は
ど
の
よ
う
に
行
い
、
検
討
会

に
反
映
さ
せ
て
き
た
か
伺
う
。

答
弁　
検
討
会
へ
の
出
席
依
頼
は
し

て
い
な
い
が
、
必
要
と
な
る
情
報
の

提
供
を
受
け
た
。
今
後
運
営
再
開
と

い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
た
め
の

意
見
を
参
考
に
し
た
い
。

質
問　
今
後
の
運
営
に
関
し
て
、
陳

情
団
体
以
外
に
地
元
企
業
・
団
体
へ

の
打
診
・
相
談
の
有
無
は
。

答
弁　
ま
だ
打
診
・
相
談
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
ま
ず
運
営
団
体
公
募
を

行
っ
た
う
え
で
状
況
に
応
じ
て
必
要

に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　
地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
運

営
す
る
に
は
、
そ
れ
相
応
の
ノ
ウ
ハ

ウ
・
人
材
・
準
備
期
間
な
ど
が
求
め

ら
れ
る
。
公
募
に
あ
た
っ
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
経
緯
と
地
域
住
民
に
よ
る

運
営
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
十
分
な

周
知
・
説
明
が
必
要
と
な
る
が
、
公

募
の
進
め
方
に
つ
い
て
考
え
は
。

答
弁　

３
月
中
に
募
集
を
開
始
し
、

２
カ
月
間
の
期
間
を
設
け
る
予
定
で

あ
る
。
こ
の
度
公
募
す
る
運
営
団
体

の
組
織
づ
く
り
は
市
民
協
働
の
実
現

に
向
け
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
た

め
、
当
市
に
お
け
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
な
る
よ
う
様
々
な
側
面
か
ら
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

共
産
党

宮
脇　

雅
夫

Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
推
進
計
画
と

ご
み
分
別
収
集
の
統
一
を

質
問　
環
境
省
に
よ
る
と
、
当
市
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量(
電
気)
と
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
潜
在
量
は

ほ
ぼ
同
じ
で
、
消
費
量
は
、
市
内
で

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
太
陽

光
、
風
力
、
中
小
水
力
、
地
熱
の
発

電
で
賄
え
る
と
し
て
い
る
。
市
環
境

基
本
計
画
・
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
作
成
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
弁　
今
年
６
月
策
定
予
定
。
省
エ

ネ
、
創
エ
ネ
の
推
進
で
目
標
達
成
に

向
け
た
計
画
に
し
た
い
。
市
民
・
事

業
者
・
市
の
協
同
で
循
環
型
社
会
の

構
築
を
基
本
に
す
る
。

質
問　
五
泉
地
域
衛
生
施
設
組
合
の

中
間
処
理
施
設
は
、
令
和
７
年
に
運

用
開
始
予
定
だ
が
、
安
田
地
区
、
阿

賀
野
市
３
地
区
、
五
泉
市
、
阿
賀
町

の
ご
み
の
分
別
が
統
一
さ
れ
て
い
な

い
。
容
器
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
も
含

め
統
一
す
る
こ
と
が
必
要
で
な
い

か
。

答
弁　
新
施
設
の
稼
働
時
に
は
、
安

田
地
区
も
含
め
統
一
す
る
方
針
。

ド
ア
ツ
ー
ド
ア
の「
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
」の
運
行
を

質
問　
高
齢
化
が
進
行
し
、
従
来
の

市
営
バ
ス
の
運
行
を
見
直
す
時
期

だ
。

　

胎
内
市
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

は
、『
複
数
の
人
が
乗
り
降
り
し
な

が
ら
走
る「
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
」

で
、
通
常
は
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
で

運
行
。
利
用
す
る
1
週
間
前
か
ら
1

時
間
前
ま
で
に
電
話
で
予
約
。
市
内

の
ど
こ
か
ら
で
も
乗
り
降
り
可
能

で
、
決
ま
っ
た
ル
ー
ト
や
停
留
所
は

な
く
、
一
緒
に
乗
り
合
う
客
の
行
き

先
で
ル
ー
ト
が
決
ま
る
。
土・日
曜
、

祝
日
も
運
行
。
利
用
料
金
は
お
と
な

（
高
校
生
以
上
）３
０
０
円
、
こ
ど
も

（
小
中
学
生
）１
５
０
円
、
未
就
学
児

無
料
』で
好
評
で
あ
る
。
五
泉
市
で

も
運
行
し
て
い
る
。
当
市
も
検
討
す

べ
き
だ
。

答
弁　

他
自
治
体
の
事
例
を
参
考

に
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
把
握
や
交
通
事

業
者
と
協
議
し
、
様
々
な
手
段
を
検

証
・
実
証
し
、
地
域
公
共
交
通
を
構

築
し
た
い
。

共
産
党

松
﨑　

良
繼

質
問　
子
育
て
支
援
策
と
し
て
高
校

生
ま
で
の
均
等
割
減
免
を
行
う
自
治

体
が
全
国
で
広
が
っ
て
い
る
。
阿
賀

野
市
で
も
実
施
を
。

答
弁　
国
保
会
計
の
中
で
や
り
く
り

す
る
こ
と
に
な
り
、
市
独
自
の
減
免

は
困
難
だ
。

質
問　

子
供
が
い
る
と
い
う「
特
別

な
事
情
」で
減
免
条
例
を
適
用
し
、

一
般
会
計
か
ら
穴
埋
め
す
る
形
は
、

国
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
対
象
に
な
ら
な

い
と
し
て
い
る
。

答
弁　
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
の
や
り

方
を
調
べ
て
、
適
用
で
き
る
か
考
え

て
い
き
た
い
。

質
問　
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
負
担
は

周
辺
自
治
体
よ
り
１
万
円
以
上
も
高

い
。
医
療
費
抑
制
に
も
な
る
ド
ッ
ク

助
成
を
引
き
上
げ
る
べ
き
だ
。

答
弁　
共
済
組
合
と
比
べ
て
も
補
助

額
が
低
い
と
は
感
じ
て
い
る
。
前
向

き
に
検
討
し
て
お
り
、
今
後
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
議
論
す
る
。

質
問　

国
保
税
滞
納
者
へ
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
で
あ
る
資
格
証
明
書
で
は
、

い
っ
た
ん
全
額
を
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
国
は
生
活
困
窮
な
ど
特
別

な
事
情
の
な
い
こ
と
を
明
確
に
把
握

し
た
上
で
発
行
す
べ
き
と
し
て
お

り
、
県
内
８
自
治
体
で
は
発
行
ゼ
ロ

に
な
っ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
短
期

保
険
証
の
発
行
を
。

答
弁　
極
力
滞
納
者
の
状
況
確
認
に

務
め
る
。

有
機
栽
培
へ
支
援
拡
充
を

質
問　
家
族
農
業
も
含
め
た
多
様
な

経
営
体
で
地
域
農
業
を
構
築
し
て
い

く
べ
き
だ
。

答
弁　
地
域
の
方
々
、
関
係
機
関
と

協
議
し
、
地
域
計
画
を
策
定
し
て
い

き
た
い
。

質
問　
大
規
模
経
営
で
も
家
族
経
営

で
も
、
価
格
保
証
、
所
得
補
償
が
な

け
れ
ば
地
域
農
業
は
衰
退
す
る
。

答
弁　
国
の
責
任
で
取
り
組
む
べ
き

だ
。

質
問　
国
に
求
め
る
こ
と
は
当
然
だ

が
、
市
と
し
て
も
直
接
支
援
に
踏
み

出
す
べ
き
だ
。「
ゆ
う
き
の
里
さ
さ

か
み
協
創
モ
デ
ル
創
出
事
業
」の
め

ざ
す
方
向
を
発
展
さ
せ
、
有
機
米
を

メ
イ
ン
に
し
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食

を
全
市
に
広
げ
る
取
組
を
。

答
弁　
実
証
事
業
で
あ
り
、
結
果
を

踏
ま
え
て
笹
神
だ
け
で
な
く
拡
大

に
つ
な
げ
た

い
。

有機米生産へ堆肥散布有機米生産へ堆肥散布

高
す
ぎ
る
国
税
の
軽
減
を
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一　般　質　問 一般質問の詳細は会議録またはホームページでご覧いただけます。今回のものは６月上旬の予定です。
会議録は図書館、各支所、本所ロビーに用意してあります。

共
産
党

岡
部　

直
史

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策　

５
類
引
き
下
げ
後
の
対
応
は

質
問　
政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
法
上
の
位
置
付
け
を
、

５
月
８
日
か
ら
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
同
等
の
５
類
に
引
き
下
げ
る

と
表
明
し
た
。
感
染
者
数
が
減
少
し

た
か
ら
と
い
っ
て
、
安
易
に
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
５
類
に
す
る
こ
と

は
拙
速
だ
。
年
度
末
か
ら
４
月
に
か

け
て
の
人
の
移
動
、
５
月
の
連
休
後

の
感
染
状
況
を
見
極
め
て
か
ら
、
科

学
的
に
判
断
す
べ
き
だ
。

　
学
校
や
高
齢
者
施
設
で
の
集
団
感

染
の
心
配
は
な
く
な
っ
た
と
考
え
て

よ
い
状
況
な
の
か
。

答
弁　
位
置
付
け
が
５
類
に
移
行
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
の
対
応
は
、
原

則
、
行
動
の
自
粛
な
ど
を
要
請
す
る

対
応
か
ら
個
人
の
選
択
を
尊
重
す
る

対
応
へ
と
変
わ
る
。

　
学
校
や
高
齢
者
施
設
の
感
染
状
況

は
、
感
染
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
依
然
と
し
て
複
数
の
感
染

者
が
発
生
し
て
い
る
。
引
き
続
き
感

染
対
策
を
促
し
て
い
く
。

学
校
の
ト
イ
レ
の

洋
式
化
の
促
進
を

質
問　
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式

化
に
つ
い
て
、
国
の
臨
時
交
付
金
を

使
っ
て
和
式
を
洋
式
に
す
る
改
修
工

事
を
行
っ
て
き
た
が
、
ま
だ
改
修
が

済
ん
で
い
な
い
学
校
の
保
護
者
よ
り

改
修
の
要
望
を
聞
い
て
い
る
。
洋
式

化
の
進
捗
の
実
態
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
学
校
の
ト
イ
レ
総
数
４
５
０

基
の
う
ち
、
２
月
現
在
で
74
％
に
あ

た
る
３
３
２
基
が
洋
式
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
も
学
校
の
改
修
計
画
等
に

併
せ
、
要
望
を
踏
ま
え
て
ト
イ
レ
の

洋
式
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

保
育
、介
護
施
設
等
の
物
価
、

燃
料
高
騰
に
対
す
る
援
助
を

質
問　
保
育
施
設
、
福
祉
・
介
護
施

設
等
へ
の
物
価
高
騰
、
光
熱
費
高
騰

に
伴
う
市
の
援
助
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
物
価
高
騰
に
よ
り
支
出
が
増

え
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、

施
設
運
営
状
況
を
見
な
が
ら
、
国
の

支
援
方
針
と
併
せ
て
支
援
の
必
要
性

を
検
討
す
る
。

新
風
あ
が
の

風
間　

輝
榮

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
つ
い
て

質
問　
「
２
類
」か
ら「
５
類
」へ
の
引

き
下
げ
に
伴
い
、
具
体
的
に
ど
う
変

わ
る
の
か
。

答
弁　
入
院
・
外
来
医
療
費
は
全
額

公
費
負
担
か
ら
自
己
負
担
、
入
院
措

置
や
濃
厚
接
触
者
の
外
出
自
粛
が
な

く
な
る
。
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

同
様
に
、
幅
広
い
医
療
機
関
で
の
診

療
に
移
行
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
自
己
負
担
な
く
受
け

ら
れ
る
。
マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て
は

３
月
13
日
か
ら
個
人
の
判
断
に
委
ね

る
。学
校
で
は
４
月
１
日
か
ら
適
用
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
つ
い
て

質
問　
直
近
の
申
請
率
と
未
申
請
者

の
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

答
弁　

２
月
12
日
現
在
、
概
数
で

71
・
4
％
。
未
申
請
者
へ
の
カ
ー
ド

の
普
及
、
推
進
か
ら
平
日
日
中
以
外

に
休
日・夜
間
の
申
請
窓
口
を
開
設
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
は
各
施
設

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
に
よ
る
代
行
手

続
き
が
で
き
な
い
か
検
討
中
。

質
問　

医
療
機
関
で
の「
マ
イ
ナ
保

険
証
」の
受
け
入
れ
体
制
は
大
丈
夫

な
の
か
。

答
弁　
市
内
の
医
療
機
関
、
薬
局
に

お
け
る
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
の
申
込
率
は
１
月
末
時
点
で

98
％
、
受
け
入
れ
準
備
は
着
実
に
進

展
し
て
い
る
。
健
康
保
険
証
に
つ
い

て
は
、
令
和
６
年
秋
に
廃
止
を
目
指

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
な
い

方
へ
の
対
応
は
、
従
来
の
健
康
保
険

証
に
よ
る
受
診
が

可
能
。
最
大
１
年

間
有
効
の
経
過
措

置
を
設
け
る
。

「
市
島
春
城
」に
関
す
る

整
備
計
画
に
つ
い
て

質
問　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今

後
の
整
備
計
画
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答
弁　
平
成
16
年
に
生
家
離
れ
の
跡

地
を
史
跡
に
指
定
。
建
物
の
老
朽
化

に
よ
り
、
平
成
18
年
に
解
体
。
敷
地

を
整
地
し
、
芝
を
張
る
な
ど
環
境
整

備
。
昨
年
９
月
に
東
屋
設
置
、
有
志

の
会
に
よ
り
胸
像
設
置
。
こ
れ
に

よ
っ
て
一
連
の
整
備
を
終
え
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問
◆

令
和
５
年
度
当
初
予
算（
案
）に
つ
い
て

議会のデジタル化について行政視察
　議会デジタル化推進チームで、１月24日に議会におけるタブレット端末の
導入について、先進地である新発田市議会へ視察に伺いました。平成28年10
月から導入に向けた検討を開始し、令和２年９月定例会で試験運用を行い、
令和３年２月定例会にてタブ
レット端末を用いたペーパーレ
ス議会が完全実施されていま
す。導入までの経緯や議会での
運用、課題等について説明をい
ただきました。この度の内容を
参考にさらなる検討を進めてい
きたいと思います。

トルコ・シリア地震に対する
救援金を送りました

　２月６日にトルコ・シリアで発生した大規模な地震による被災地を
支援するため、阿賀野市議会では２月21日、議員互助会より救援金と
して５万円を市社会福祉課を通じて日本赤十字社に送りました。
　被災地の一日も早い復興を心よりお祈りしております。

議会の情報は
市ホームページをご覧ください

●検索サイトから
本会議議事録や議員名簿、会議の日程、
本会議の中継映像・録画映像がご覧い
ただけます。
ぜひご利用ください。

●中継はこちら
会議名、議員名、用語などから検索で
きます。
視聴したいものを選んでクリック！

阿賀野市阿賀野市
イメージイメージ

キャラクターキャラクター
「ごずっちょ」「ごずっちょ」

検　索

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

前
号（
54
号
）６
ペ
ー
ジ
の
荒

澤
浩
和
議
員
の
一
般
質
問
中
、

「
国
道
49
号
線
水
原
バ
イ
パ
ス
に

つ
い
て
」の
質
問
に
対
す
る
答
弁

の
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
、
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

国
道
49
号
線

水
原
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

質
問　

バ
イ
パ
ス
を
交
差
し

て
通
学
す
る
小
中
学
生
は
何

名
い
る
か
。

答
弁　

（
誤
）
４
自
治
会
で
13
名
の
児

童
が
通
学
し
て
い
る
。

（
正
）
４
自
治
会
で
21
名
の
児

童
が
通
学
し
て
い
る
。
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田
畑
で
は
ト
ラ
ク

タ
ー
が
活
動
し
、
農
作

業
が
動
き
始
め
、
５
月

か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
法
的
位

置
付
け
が「
５
類
」に
引

き
下
げ
ら
れ
、
マ
ス
ク
等
の
規
制
が
緩
和
さ

れ
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
も
決
ま
り
、
市
・
議
会
と
も

に
地
域
経
済
の
振
興
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
広
報
広
聴
部
会
委
員　
近
山　
修　

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
広
報
広
聴
部
会

	

部
会
長	

松

﨑

良

繼

	

副
部
会
長	

岡

部

直

史

			



遠

藤

智

子

			



村

上

清

彦

			



近

山
　

修

			



清

野

栄

一

			



天

野

市

榮

			



荒

澤

浩

和

　

次
号
は
令
和
５
年
７
月
14
日
発
行
の

予
定
で
す
。

発行：阿賀野市議会
編集：議会改革推進特別委員会　
　　　広報広聴部会
〒959-2092　
阿賀野市岡山町10番15号
ＴＥＬ：０２５０-６１-２４８９　　
ＦＡＸ：０２５０-６１-２０６７
E-mail：gikai@city.agano.niigata.jp

お問い合せは
コチラから

し尿収集運搬業務委託及び複合ごみ資源化処理業務に関する調査特別委員会による検査が終了しました

次回６月定例会の予定
�５月23日の議会運営委員会で正式に決定します。
その後、市ホームページでお知らせします。

月 日 会 議 名
5月23日(火) 議会運営委員会（定例会の運営方針決定）
6月  2日(金) 本会議（議案上程、一般質問）
6月  5日(月) 本会議（一般質問）
6月  8日(木) 本会議（一般質問）
6月12日(月) 総務文教常任委員会
6月13日(火) 社会厚生常任委員会
6月16日(金) 産業建設常任委員会
6月20日(火) 本会議（委員長報告、採決）

　市議会では、し尿収集運搬業務委託及び複合ごみ資源化処理業務の不適切
な事務処理が行われたことについて、事実を明らかにし、市民への説明責任
を果たす必要があると判断し、令和４年９月22日第５回議会定例会において、
地方自治法第98条第１項の権限を委任された「阿賀野市し尿収集運搬業務委託
及び複合ごみ資源化処理業務に関する調査特別委員会」（以下「委員会」とい
う。）を設置しました。
　委員会では、事件の事実確認、要因、人事管理、内部統制の検査を行うこ
ととし、市側や事業者から書類の提出を求め検査したほか、市職員や関係者
からの聴き取りなどを行いました。
　委員会は、延べ11回開催し検査検討を行った結果、このたびの事件は、一
職員の職務・事務処理能力及び職務上、重要なコンプライアンス（規範・規律）
等の認識不足から、また管理監督する立場にある職員においても、自身の職
務に対する認識不足があり、加えて部課内の職員間のコミュニケーションづ
くりを含め、総括・統括すべき職務を果たすことができていなかったことに
ある。しかし、このことは、職員が現組織体制においても規律・規範に基づ
いた職務の遂行ができていないことであり、組織的にも内部統制が構築され
ていないことである。社会から求められるガバナンスコード（内部統治・管理）、
コンプライアンス意識の醸成、そのための人材育成・教育研修などを、時代
に即して実施していくことが肝要であるが、組織そのものが現状維持バイア
ス（現状維持思考）となり、漫然的に従来どおり、前年どおりの意識下で研修
会に取り組んできたと、指摘されかねない状況にあると確認したため、市に
対し再発防止策として右記の６項目について「提言」し、二度とこのような事

態を起こすことがないよう再発防止に取り組むことを３月２日の３月議会定
例会初日において、委員長報告の中で市に求め、委員会の調査を終了しました。

農業関係機関懇談会に出席しました
　１月27日、ふれあ
い会館において阿賀
野市農業関係機関懇
談会が開催され、産業
建設常任委員会から
８名が出席しました。
　懇談会では、JA新
潟かがやきあがのア
グリセンター、同ささ
かみアグリセンター、
阿賀野川土地改良区、
市農林課、農業委員会
とともに、「これからの地域農業の在り方」をテーマに、阿賀野市の農業の
現状、今後の取組や目指す姿などについて意見を交わし情報を共有しました。

ようこそ阿賀野市へ　行政視察受入れ
　２月15日に富山県小矢部市議会議会運営委員会の皆
さまが来庁され、議会の運営状況や議会だよりの編集
等について研修を行いました。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、当市での
行政視察受入れは約３年ぶりとなりました。

ありがとう　安田幼稚園
　安田幼稚園が３月31日
をもって惜しまれながら閉
園、58年間の歴史に幕を
下ろすこととなり、閉園式
が３月５日に挙行されまし
た。市議会からも議長、副
議長、総務文教常任委員会
委員長、地元議員２名が出
席しました。
　式では、全員で園歌を歌
い、感動に包まれた式とな
りました。

阿賀野市PTA連絡協議会との情報交換会
　１月19日に水原小学校において、阿賀野市PTA連絡協
議会の皆さんと市議会議員との情報交換会を行いました。
阿賀野市の児童生徒の課題や現状について情報交換すると
ともに、阿賀野市の未来を担う子どもたちのためにともに
考えていくという内容でした。議員を含めた参加者を４グ
ループに分け、「阿賀野市児童生徒の実情と教育環境の展望」をテーマにディスカッショ
ンを行い、最後に各グループで話し合った内容を発表しました。
　「スマホ・ゲーム等との向き合い方」「地域の人とのふれあい」「親子間のコミュニケー
ション不足」「運動不足」「部活動のクラブ移行問題」「親と子どもの交流会」「不登校」「い

じめ」「職員不足」「放課後の居場所づくり」「有機給食」などにつ
いてたくさんの意見があり、情報や課題の共有ができました。
　子ども達・ご家族・地域の方々のためにも、いただいたご意見を
参考に、今後の政策立案等に役立てていきます。これからも、多く
の市民の皆さまからのご意見をいただきますようお願いいたします。

提言
１．�組織ガバナンスコード（内部統治・管理）の再確認、再確立と合わせ職
員への浸透定着を図ること。

２．�部門・業務ごとに職務・業務内容の点検と業務執行マネジメントを確
立すること。合わせて、業務執行マネジメントに基づく職能・職制に
応じた研修カリキュラムの再構築と研修の実施、ならびに職員が研修
会に参加しやすい環境を担保すること。

３．�全組織的、階層別コンプライアンス研修を定期的に実施し、職員のコ
ンプライアンス意識の向上を図ること。

４．�組織内の職場環境づくりは、市長を筆頭に職員同士のコミュニケーショ
ンが重要であり、そこから改善点を見出すことができる。コミュニケー
ション研修を研修カリキュラムに組み入れるとともに、ハード・ソフ
ト両面から、いわゆる「仕事がしやすい」、「休憩しやすい」職場環境づ
くりに取り組むこと。

５．�組織体制の円滑な運営を図るためには、管理監督の立場にある者が中
心になり、業務にあたることが必要であることから、業務の進捗状況
や課題等の把握、共有を進め、庁内、部課内の会議を定期的に開催す
ること。

６．�管理職とは、「組織の責任者」である。管理職においては、職階に応じ
た責任を負わなければならないことを十分に理解し、部課内のマネジ
メントを担い、リーダーシップを発揮して、職務を遂行すること。


